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はじめに 

指定管理者制度は、公の施設の管理を地方公共団体が指定する団体等に行わせる制度で、公の

施設の管理方法の選択肢を広げ、住民サービスの向上、公民協働の促進及び管理コストの節減等

を図ることを目的としています。 

和泉市立青少年の家・槇尾山森林浴コースは、令和８年３月３１日をもって、指定管理者の指

定期間が満了となることから、地方自治法第２４４条の２第３項、和泉市立青少年の家条例及び

和泉市立槇尾山レクリエーションセンター条例並びに和泉市立槇尾山森林浴コース設置及び管理

に関する条例の規定に基づき、次期指定管理者として施設の設置目的をより効率的、効果的に達

成し、市民サービスの向上に資することができる事業者を以下のとおり募集します。 

なお、和泉市立青少年の家は令和９年４月に「和泉市立槇尾山レクリエーションセンター」と

してリニューアルオープンを予定しています。 

 

本稿で用いる略称一覧 

和泉市立青少年の家（令和９年４月１日からは、和泉市立槇尾

山レクリエーションセンター） 

センター 

槇尾山森林浴コース 森林浴コース 

和泉市立青少年の家条例 青少年の家条例 

和泉市立槇尾山レクリエーションセンター条例 センター条例 

和泉市立槇尾山森林浴コース設置及び管理に関する条例 森林浴条例 

 

１ 施設の概要 

（１）名称及び所在地 

 

（２）施設概要 

【和泉市立槇尾山レクリエーションセンター】 

① 利 用開始日         令和９年４月１日（リニューアルオープン予定） 

② 施 設の構造         鉄骨造２階建 

③ 敷 地 面 積         ６，６１１．５７㎡ 

④ 施設延床面積         １，４１９．００㎡ 

本館 1,179.72 ㎡ 

名  称 所 在 地 備  考 

・和泉市立青少年の家 

（令和９年３月３１日まで） 

・和泉市立槇尾山レクリエー

ションセンター 

（令和９年４月１日から） 

和泉市槇尾山町１番地の２１ 愛称：別に定める 

・和泉市立槇尾山森林浴コ－

ス 

和泉市槇尾山町１番地の１３他 愛称：槇尾山グリ－ンランド 
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プロパン庫 6.27 ㎡ 

ポンプ室 6.45 ㎡ 

野外炊飯場 124.21 ㎡ 

河川濾過機 14.28 ㎡ 

炊事場 45.15 ㎡ 

屋外便所 5.35 ㎡ 

物置 4.90 ㎡ 

サウナ棟 14.40 ㎡ 

プロパン庫２ 11.71 ㎡ 

給水ポンプ 6.56 ㎡ 

合計 1,419.00 ㎡ 

⑤ 館内宿泊定員         ７４名 

⑥ 館 内 食 堂（自炊）     ７２名 

⑦ 野 外炊飯場（かまど８基） ８０名 

⑧ 野 外テント         ４０名 

⑨ 駐 車 場          １１台 

 

施設内各室内訳 

階数 室名 面積 

１階 事務室 ３２．５７㎡ 

厨房 ４２．７０㎡ 

食堂 ８７．４７㎡ 

脱衣室（１） １４．０８㎡ 

脱衣室（２） ２０．３０㎡ 

浴室（１） ３１．０７㎡ 

浴室（２） ３０．７１㎡ 

機械室 １５．５９㎡ 

便所 ３２．４９㎡ 

ホール ８４．５６㎡ 

保健室 ４．３５㎡ 

リネン庫 ４．４４㎡ 

用務員室等 ４１．３０㎡ 

２階 居室（もみじ） ２３．５８㎡ 

居室（さつき） ２３．７３㎡ 

居室（あけぼの） ２３．７３㎡ 

居室（せせらぎ） ２３．７３㎡ 

居室（やまなみ） ２３．７３㎡ 
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居室（やまばと） ２３．５８㎡ 

居室（うぐいす） ２３．６７㎡ 

居室（かじか） ２３．２４㎡ 

居室（さくら） ２８．３５㎡ 

居室（かえで） ２８．４９㎡ 

研修室 ７３．８３㎡ 

多目的ホール ９７．１１㎡ 

談話コーナー ３７．４５㎡ 

倉庫（１） ８．１４㎡ 

倉庫（２） １３．９０㎡ 

便所 １８．５０㎡ 

洗面所 １４．８４㎡ 

リネン庫 ８．７１㎡ 

※リニューアル後の図面等については別紙３及び別紙４として配布するが、現時点での予定

であり、完成時には一部変更となっている可能性がある。 

 別紙３ 平面図・立面図・断面図等 

 別紙４ 外部仕上表・内部仕上表 

 【和泉市立槇尾山森林浴コ－ス】 

① 利 用開始日      平成５年１０月２４日 

② 敷 地 面 積      約４２，３１３㎡ 

③ コ －ス全長     標高差 ２００ｍ，２０度の傾斜で約１．４km 

④ 展 望 台     標高 ４２２ｍ 

⑤ ローラー滑り台     全長 １００ｍ 

⑥ み か ん 園 

⑦ ＢＭＸコース     令和９年４月オープン予定 

コース案については別紙５のとおりだが、現時点での案であ

るため、完成時には別形状のコースとなっている可能性があ

ります。 

⑧ 臨 時駐車場     約３５台（約１，５００㎡）（大型バス等の駐車スペース含む） 

（３）現在の指定管理者 公益財団法人大阪ＹＭＣＡ 
（４）現在の目的外使用スペースの概要 

自動販売機（清涼飲料水）  １台 

（５）施設の改修 

センターについては大規模改修を予定しており、以下の期間はセンターを休館する。 

・工事期間 令和８年１月から令和９年１月末日まで（予定） 

・オープン準備期間 令和９年２月から令和９年３月末日まで（予定） 

・改修後のリニューアルオープン時期 令和９年４月（予定） 
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２ 施設の利用状況 

（１）利用料金表 

利用料金の額は、センター条例により下表のとおり定めるものとします。 

・個別の施設を利用する場合 

施  設 区  分 基本利用料金の額（円） 

居室 日中利用 午前１０時から午後４時

まで 

３，０００ ２人までの額。ただし、大人１

人増えるごとに１，０００円を、

小人１人増えるごとに４００円

を左記の額に加算する。 

 宿泊利用 午後４時から翌日午前１

０時まで 

４，８００ ２人までの額。ただし、大人１

人増えるごとに２，０００円を、

小人１人増えるごとに８００円

を左記の額に加算する。 

テント施設 午前１０時から翌

日午前１０時まで 

小人 ４００  

大人 ８００ 

野外炊飯施設 午前１０時から午

後４時まで 

小人 ２００  

大人 ４００ 

午後４時から午後

１０時まで 

小人 ２００ 

大人 ４００ 

入浴施設 浴場 小人 ２５０ 

大人 ５００ 

サウナ施設 一般利用 ２，０００ 

貸切利用（２時間） ６，０００ 

多目的室 １時間当たり １，０００ 

備考 

   １ 小人とは、４歳以上１６歳未満の者をいい、４歳未満の者の利用は、無料とする。 

   ２ 大人とは、１６歳以上の者をいう。 

   ３ 市内に居住し、通勤し、若しくは通学している個人又は市内に事務所若しくは事業所

を有する個人若しくは法人その他の団体（以下「市民等」という。）以外の者が利用する

場合（入浴施設を除く。）の利用料金は、基本利用料金の１．２倍の額とする。 

   ４ ７歳未満の者は、サウナ施設を利用することができない。 

   ５ 居室（宿泊利用に限る。）の利用料金には野外炊飯施設（午後４時から午後１０時まで

の利用に限る。）及び浴場（当該居室の利用期間中の利用に限る。）の利用料金を含む。 

   ６ サウナ施設の利用料金には浴場の利用料金を含む。 

   ７ 居室の宿泊利用を２回以上続けて利用する場合の到着日及び出発日を除く滞在期間中

の日中利用は、当該日の宿泊利用に含むものとする。 
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・全ての居室及び多目的室を貸切利用する場合 

区  分 基本利用料金の

額（円） 

全ての居室及び多目的室貸切の宿泊利用 午後４時から翌日午前１０時まで １００，０００ 

備考  

 １ 市民等以外の者が利用する場合の利用料金は、基本利用料金の１．２倍の額とする。 

  ２ 宿泊利用の利用料金には野外炊飯施設（午後４時から午後１０時までの利用に限る。）

及び浴場（当該宿泊利用の利用期間中の利用に限る。）の利用料金を含む。 

  ３ 宿泊利用を２回以上続けて利用する場合の到着日及び出発日を除く滞在期間中の午前

１０時から午後４時までの間の利用は、当該日の宿泊利用に含むものとする。 

 

（２）利用者数（過去３年分） 

名称 区分 
令和４年度 令和５年度 令和６年度 

人数（人） 人数（人） 人数（人） 

和泉市立 

青少年の家 

宿泊 １，８５５ ３，００５ ３，２２８ 

昼間 ３，１２０ ４，０９５ ４，２３３ 

野外施設 
宿泊 １４４ ７２ ９７ 

昼間 １，３０７ １，９４０ ２，００３ 

森林浴コース  １３，０１６ １４，１８２ １３，５９３ 

 

３ 指定管理者による管理の基本方針 

指定管理者は、以下の事項に十分留意して当該施設の管理運営を行うものとします。 

① 住民生活文化の向上を目的として設立された公の施設としての役割を十分に認識し、セン

ター及び森林浴コースの利用サービスの提供にあたっては公平な取扱いをすること。 

② センター及び森林浴コースの設置目的を最大限に実現することをめざして、安全性を確保

し適切な管理運営に努めること。 

③ 多様化する住民ニーズに、より効果的・効率的に対応できるよう、創意工夫の上、質の高

いサービスの提供に努めて利用者へのサービスの向上を図るとともに、経費削減に努めて

効率的な管理運営を行うこと。 

 

４ 指定予定期間 

令和８年４月１日から令和１３年３月３１日まで（５年間） 

ただし、管理運営を継続することが適当でないと認めるときは、期間の中途においても指定を

取り消すことがあります。また指定期間の開始日は、諸条件により変更する場合があります。 

※指定期間は、和泉市議会の議決を経て確定します。 

 

５ 指定管理者が行う業務 

指定管理者は、青少年の家条例及びセンター条例並びに森林浴条例の規定に基づき、主として
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以下の業務を行います。 

【センターに係る業務】 

（１）施設、設備等の維持管理 

（２）青少年の家条例第２条並びにセンター条例第３条に規定する事業に関する業務 

（３）利用申請書の受理及び許可書の交付 

（４）センターの利用を促進するために必要な業務 

（５）前各号に掲げるもののほか、センターの管理運営のために委員会が必要と認める業務 

【森林浴コースに係る業務】 

（１）施設、設備等の維持管理 

（２）第２条の許可に係る申請書の受理及び許可書の交付 

（３）森林浴コースの利用を促進するために必要な業務 

（４）前３号に掲げるもののほか、森林浴コースの管理運営のために教育委員会が必要と認める

業務 

※業務の詳細は、「和泉市立槇尾山レクリエーションセンター・槇尾山森林浴コース管理運営業

務仕様書」で定めるものとします。 

 

６ その他 

指定管理者は、本指定管理業務とは別で定める、別冊２「槇尾川上流部園地維持管理業務委託

仕様書」に規定する業務を、請け負うことができること。 

 

７ 収入の区分 

（１）指定管理料 

各年度の指定管理料については、指定管理者の収支計画書において提案された金額に基づ

き、市と指定管理者が協議の上、市の予算の範囲内において定めるものとし、基本協定及び

年度協定で定めるところにより市が指定管理者に支払います。ただし、指定管理料を要しな

い提案である場合は、この限りではありません。 

（２）利用料金 

   施設の利用に係る利用料金収入は、指定管理者に帰属するものとします。 

利用料金の額は、条例に定める範囲内で、指定管理者が市の承認を得て定めるものとしま

す。 

利用料金の設定に当たっては、センターの利用率の向上やサービスの向上につながるよう

配慮すること。 

なお、指定期間中に利用料金の見直しや料金区分の新設等により、利用料金の限度額の改

定等が必要な場合は、協議のうえ条例改正並びに施行規則改正を行う可能性があります。 

（３）自主事業収入 

指定管理者が企画・実施することにより得た各種事業収入は、指定管理者の収入として受

け取ることができます。ただし、センター及び森林浴コースの敷地・建物を利用して自主事

業を行う際において行政財産の目的外使用に当たる場合は、教育委員会から許可を得た上、
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使用料を負担する必要があります。 

（４）利用料金以外の収入について 

指定管理者は、事前に教育委員会からの許可や承認を得た上で、利用料金以外の収入とな

るものを得ることができます。ただし、行政財産使用料等が発生する場合には使用料の負担

が必要です。 

（５）その他収入 

   その他新たに収入が生じた場合は、市と協議するものとします。 

（６）センター休館期間中の取扱い 

   センター休館期間中は、センターの敷地及び建物を利用することはできません。そのため、

令和８年４月１日から令和９年３月末日までの業務は、森林浴コースの管理運営及びセンタ

ーへの問い合わせ対応、並びにリニューアルに係るオープン準備及び備品整理等を行うもの

とします。 

   なお、工事期間及びオープン準備期間が延長された場合については、市と指定管理者とで

協議を行ったうえで、当該期間の指定管理料は市に返還するものとします。 

 

８ 応募に関する事項 

（１）応募資格要件 

①法人その他の団体、若しくは複数の団体により構成されたグループ事業体（以下「グルー

プ」という。）であって、個人での応募はできません。 

②グループで応募する場合、必ず代表企業・団体を定め、協定の締結にあたってはグループ

の構成員すべてを協定該当者とし、選定後の協議は代表企業・団体と行いますが、協定に

関する責任は、グループの構成員すべてが負うものとします。 

③応募者は、大阪府内に事業所を置く団体又はグループに限ります。 

（２）欠格事項 

①地方自治法施行令第１６７条の４の規定に該当する団体 

②応募書類提出時に市から指名停止措置を受けている団体 

③最近１年間、市税、法人税、消費税又は地方消費税を滞納している団体 

④会社更生法に基づく更生手続開始の申立てをしている団体、又は民事再生法に基づく再生

手続き開始の申立てをしている団体 

⑤地方自治法第２４４条の２第１１項の規定により、本市又は他の地方公共団体から指定を

取り消され、当該処分の日から起算して２年を経過しない団体 

⑥指定管理者の指定を管理の委託とみなした場合に、地方自治法第９２条の２、第１４２条

（同条を準用する場合を含む。）又は第１８０条の５第６項の規定（議会議員等の兼業禁止）

に抵触する団体 

⑦次の各号に該当するものが、役員となっている団体 

ア 破産者 

イ 拘禁刑以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなく

なるまでの者 
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ウ 本市において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者 

エ 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破

壊することを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者 

オ 団体、団体の役員又は従業員が過去から現在にかけて、暴力団、暴力団員、暴力団関

係者、総会屋その他反社会的勢力（以下「反社会的勢力等」という。）に属する者 

カ 反社会的勢力等に対し、出資、貸付、資金提供等の便宜を図るなど、自ら意図して交

際したり、維持・運営に協力若しくは関与している者 

※グループでの応募の場合は、すべての構成団体が欠格事項に該当しないことを要します。 

（３）複数応募の禁止 

①単独で応募した団体は、グループ応募の構成員にはなれません。 

②グループを構成する団体は、同時に他のグループの構成員にはなれません。 

（４）提出書類（以下の提出書類は、すべてＡ４サイズとすること。） 

①和泉市教育委員会公の施設の指定管理者指定申請書（様式第１号） 

②事業計画書（様式第２号‐①～⑱） 

③定款、寄附行為又はこれに準ずる書類。なお、当該施設の指定管理業務が団体の業務範囲

に含まれておらず、定款変更等が必要と認められる場合は、変更予定を記載した誓約書を

添付すること。 

④法人の登記簿謄本（その他の団体にあっては、これに準ずる書類） 

⑤役員名簿 

⑥団体の概要（様式第３号‐①・②） 

⑦グループ事業体協定書兼委任状（グループで応募の場合）（様式第４号） 

⑧指定申請に関する誓約書（様式第５号） 

⑨外部向けのパンフレット等、法人等の設立趣旨、組織及び運営に関する事項の概要がわか

る書類 

⑩申請書を提出する日の属する事業年度に関する団体の事業計画書、収支予算書 

⑪最近３か年分の団体の事業報告書、キャッシュフロー計算書（収支決算書）、貸借対照表、

損益計算書 

⑫国税、市税の納税を証明する下記の書類 

ア 法人税及び消費税（地方消費税を含む。）の納税証明書 

イ 市税に未納がないことの証明書（全税目の納税証明書） 

（ただし、指定申請の日の属する年度に設立された団体にあっては、その設立時における財

産目録） 

⑬自主事業計画に関する基本的な考え方（様式第６号） 

⑭応募者の管理実績（様式第７号） 

⑮管理運営収支計画書（様式第８号） 

※１ 収支計画書の記入に当たっては、経費見積注意事項（別紙）を参照してください。 

※２ 利用料金収入見込額については、その算定根拠を明示してください。 

⑯自主事業収支計画書（様式第９号） 
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⑰参加表明書（様式第１０号） 

⑱指定管理者申請に係る質疑書（様式第１１号） 

※①、②、⑥～⑧、⑬～⑱については、教育委員会の指定する様式を使用してください。 

※グループで応募の場合は、③～⑥、⑨～⑫、⑮の書類について構成団体分も提出しなけ

ればなりません。 

（５）書類提出部数 

全ての提出書類について、原本１部、写し１１部を提出すること。 

※申請書類は１セットごとにファイル等に綴じ、項に応じたタブを付けてください。 

※押印が必要な書類、各証明書類以外の書類は、両面印刷を可とする。 

 

９ 無効又は失格 

以下のいずれかに該当する場合は、応募が無効又は失格となることがあります。 

（１）提出書類の提出方法、提出先、提出期限等が守られなかった場合 

（２）提出書類に記載漏れ及び誤記載など記載事項に不備があった場合 

（３）提出書類に虚偽の内容が記載された場合 

（４）申請に際して不正行為があった場合 

（５）応募資格要件を満たさず、又は欠格事項に該当する場合 

（６）その他、選定委員会で協議の結果、審査に当たり不適当と認められた場合 

 

１０ 募集要領の配布等 
（１）募集要領等の配布場所 

配布場所：〒594-8501 大阪府和泉市府中町二丁目 7番 5号 

和泉市教育委員会 生涯学習部 生涯学習推進室 生涯学習担当 

TEL 0725（99）-8161  FAX 0725（41）-0599 

※募集要領や提出書類等の関係書類は和泉市のホームページからダウンロード可能 

（和泉市ホームページアドレス：https://www.city.osaka-izumi.lg.jp/） 

（２）配布期間 

令和７年８月４日（月）から令和７年８月１３日（水）まで 

（土・日曜日・祝日を除く、午前９時から午後５時１５分まで） 

（３）参加表明書の提出 

提出期限：令和７年８月１４日（木）午後５時１５分まで 

提 出 先：〒594-8501 大阪府和泉市府中町二丁目 7番 5号 

和泉市教育委員会 生涯学習部 生涯学習推進室 生涯学習担当 

提出方法：参加表明書に必要事項を記入の上、上記提出先へ直接持参又は郵送（簡易書留

にて期限内必着）で提出願います。FAX、電子メール等による提出は受け付けま

せん。 

※参加表明書を提出した団体のみ、現地見学会参加・質問受付・応募申請の資

格を有するものとします。 
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※参加表明書を提出した後に辞退する場合は、辞退届（任意様式）を提出して

ください。 

（４）現地見学会の開催 

日 時：令和７年８月２５日（月） 

※時間については、参加表明書を提出された団体に別途お知らせします。 

場 所：和泉市立青少年の家・槇尾山森林浴コース 

申込方法：参加表明書に現地見学会を希望する旨記入してください。 

※参加に係る交通費等は参加者負担とします。 

※利用者の妨げとならない範囲において見学していただきます。 

（５）募集に関する質問の受付 

受付期間：令和７年８月２２日（金）から令和７年９月１日（月） 

※質問受付期間最終日は、午後５時１５分までの受付とします。 

受付方法：質疑書に記入のうえ、和泉市教育委員会 生涯学習部 生涯学習推進室 生涯

学習担当へ電子メールにより提出願います。 

※質問がない場合も、その旨を電子メールにて回答してください。 

 E-mail：shougai@city.osaka-izumi.lg.jp  

回答方法：令和７年９月９日（火）午後５時１５分までに、質疑書提出団体全員に電子メ

ールにより回答します。（質問者名は表示しません。） 

※回答日時までに募集に係る補足事項が発生した場合は、併せて回答する場合

があります。 

※市が質疑を追加することがあります。 

（６）募集期間及び提出方法等 

募集期間：令和７年９月１８日（木）から令和７年９月２５日（木） 

午後５時１５分まで（必着） 

提 出 先：〒594-8501 大阪府和泉市府中町二丁目 7番 5号 

和泉市教育委員会 生涯学習部 生涯学習推進室 生涯学習担当 

提出方法：上記提出先へ直接持参又は郵送（簡易書留にて期限内必着）で提出願います。 

FAX、電子メール等による提出は受け付けません。 

 

１１ 選定審査に関する事項 

（１）選定審査の方法 

指定管理者の選定は、教育委員会が設置する指定管理者選定委員会が主体となり、次項の

選定基準に基づき行います。選定についての判断は、応募団体から提出された事業計画書等

の提出書類を審査の上、『優先交渉権者』及び『次点交渉権者』を決定します。審査において

は、提案内容のプレゼンテーションを含むヒアリングも参考にします。 

（２）選定審査の日程 

①申込者ヒアリング 令和７年１０月１０日（金）（詳細は別途通知します。） 

・プレゼンテーションは、事前に提出された事業計画書に沿って提案し、計画書に記載の
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ない新たな提案を追加することはできないものとします。 

・プレゼンテーションにおいて必要なパソコン等使用備品については、必要に応じて提案

者にて用意するものとします。ただし、スクリーンのみ教育委員会にて用意します。 

※ヒアリングには、団体の代表者（又はそれに準ずる者）及び施設の管理責任者等の出席

を求める予定です。 

②指定管理者の内定通知 

令和７年１０月中旬頃を予定しています。 

選定結果については、応募団体の得点のほか、次の内容を全応募団体に書面で通知しま

す。 

(ア) 『優先交渉権者』及び『次点交渉権者』の名称及び得点 

(イ) 全応募者の名称（辞退者・失格者を含む。申込順） 

(ウ) 全応募者の得点（評価項目の細目ごと・得点順） 

(エ) 優先交渉権者の選定理由（講評ポイント） 

※名称と得点の対応関係及び応募者が３者以下の場合における通知内容は、１４（２）①

の公表内容と同様です。 

③指定管理者の指定 

令和８年１月上旬頃（和泉市議会の議決後） 

（３）選定審査基準 

指定管理者の選定審査における評価項目は、次項に示すとおりとします。 
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１２ 選定基準 

（１）次の評価項目に基づき、審査し選定するものとします。 

 

（２）指定管理候補者として選定されるための最低基準は、総得点の１００分の６０とします。

審査の結果、最高得点の申請者であっても、最低基準点に満たない場合は失格になります。

この場合、原則として再公募により、改めて候補者を選定します。 

（３）評価点の合計が同点の場合は、指定管理者選定委員会委員の多数決により選定します。 

公の施設の公共性・公平性の考
え方（社会的弱者への配慮を含
む）

様式第２号－①
施設の設置目的を十分に理解し、公平性を確保するための具体案が示
されているか。

4

利用者に対する理念・基本方針 様式第２号－② 利用者本位及び中心となる考え方になっているか。 3

施設の維持管理計画（職員体制
を含む）

様式第２号－③
維持管理は効率的に計画され、その内容は適切で実現の可能性がある
か。
従事者配置及び保有資格が妥当か。

3

施設の稼働率・集客力向上のた
めの具体的な取組み

様式第２号－④
施設の稼働率・集客力向上のため具体案が示されているか。
新たな利用促進につながる具体的な計画、アイデアなどの考え方はど
うか。

5

特に閑散期（10月～2月）の稼
働率向上に向けた具体的な取組
み

様式第２号－⑤ 閑散期における稼働率向上に向けた具体的な方策が示されているか。 5

利用促進のための広報活動 様式第２号－⑥
実現性の高い方策が示されているか。パンフレット作成やホームペー
ジ等の施設ＰＲ計画が適切に示されているか。

2

利用者の利便性の向上に向けた
取組み（施設予約方法の利便性
向上提案含む）

様式第２号－⑦
具体的なサービスの向上につながるものがあるか。また、実施可能で
あるか。施設予約方法の利便性向上提案が示されているか。

4

利用者の意見を反映するための
方策

様式第２号－⑧
積極的に利用者の意見を取り入れる方針であるか。
また、具体的な案があるか、苦情・要望等の対応方法が明確である
か。

2

休館日、時間延長の考え方 様式第２号－⑨
開館時間及び休館日等の変更に対して、柔軟な対応ができる提案がさ
れているか。

2

本事業を向上させる計画 様式第２号－⑩ 5

自主事業計画に関する基本的な
考え方

様式第６号 5

指定管理料の額 様式第８号
指定管理料の金額に応じて評価
25点×（最低提案金額／当該提案金額）により算出
※小数第２位以下は切り捨て

25

・管理運営収支計画
・経費縮減に向けた取組み
・収入見込額を超える利用料
　金の市への納付

様式第２号－⑪

優れた計画性があるか。具体的で確実性があるか。
過大な収支を見込むなど、無理・無謀な収支計画となっていないか。
経費の縮減が図られているか。無理な抑制となっていないか。
利用料金収入見込額を上回る場合の超過分の分配率について

5

団体の構成・経営状況（資本
金、グループ企業、役員等）

様式第３号－①②
施設運営を適切に行える能力があり、安定した経営基盤を有している
か。

3

応募者の管理実績（他自治体か
らの受託実績）

様式第７号 応募者の管理実績は充分か。 2

労働関係法令の遵守・職員研修 様式第２号－⑫、⑬
労働関係法令の遵守（障がい者・高齢者雇用を含む）の体制がとられ
ているか。
施設を適切に運営するための職員研修計画となっているか。

3

安全対策・緊急時対策 様式第２号－⑭
防犯・防災マニュアルを定め、訓練等の実施計画を予定しているか。
緊急時の対応策が十分に確保されているか。

3

情報公開・個人情報保護の体制 様式第２号－⑮
個人情報の記載書類やＰＣの具体的な管理方法、保護規定の策定を行
う予定はあるか。
積極的な情報公開の考え方はあるか。

2

環境対策 様式第２号－⑯ 環境への配慮について、その基本的な考え方はどうか。 2

地域貢献に対する考え方 様式第２号－⑰ 積極的に地域（市内）企業活用を検討する具体案が示されているか。 10

地域雇用の考え方 様式第２号－⑱ 積極的に地域（市内）での雇用を検討する具体案が示されているか。 5

100

(2) 公の施設の効用
を最大限に発揮さ
せるための提案
（30点）

(3) 経費
（指定管理料）
（30点）

(4) 団体の実績、管
理能力、施設管理
体制（15点）

(5) 地域性（15点）

合計得点

槇尾山レクリエーションセンター・槇尾山森林浴コースの設置目的を
達成するため、民間の利点を生かした自主事業が具体的に提案されて
いるか。

(1) 施設管理に関す
る基本的な考え方
（10点）

選定基準 評価項目 様式 評価基準 得点



13 

 

１３ 協定の締結 

（１）指定管理者選定委員会の選定結果をもとに、市は優先交渉権者と協議を行い、合意に至っ

た場合は、仮協定を締結します。なお、優先交渉権者との協議が成立しない場合は、市は、

次点交渉権者と協議を行うものとします。 

（２）仮協定の締結後、市議会の議決を経て優先交渉権者を指定管理者として指定した場合は、

指定管理者は市との間で、指定期間全体に係る「基本協定」を締結するものとします。なお、

応募段階での事業計画書において提案された事項については、協定を締結する際にその採用

可否も含めて協議するものとします。 

（３）「基本協定」のほか、年度ごとに定める必要のある事項は「年度協定」により定めるものと

します。 

（４）「基本協定書」「年度協定書」の標準的な内容は別途公表するものとします。 

 

１４ その他の留意事項 

（１）関係職員等への接触の禁止 

応募団体は、指定管理者選定委員会委員及び本件業務に従事する市職員に対して、当該選定

に関して自己に有利になることを目的とした接触その他の働きかけを禁止するものとします。 

なお、当該接触等の事実があった場合には失格とします。 

（２）選定審査等に係る留意事項 

① 選定結果について 

以下の内容を市ホームページにおいて公表します。 

(ア) 『優先交渉権者』及び『次点交渉権者』の名称及び得点 

(イ) 全応募者の名称（辞退者・失格者を含む。申込順） 

(ウ) 全応募者の得点（評価項目の細目ごと・得点順） 

(エ) 優先交渉権者の選定理由（講評ポイント） 

(オ) 選定委員会委員の氏名、職名、選任理由等 

なお、（イ）と（ウ）の対応関係を明らかにしないこととし、（イ）は申込順、（ウ）は得点

順とします。 

応募者が２者の場合は、優先交渉権者の得点は公表しますが、次点交渉権者の得点は公表し

ません。また、応募者が３者の場合は、優先交渉権者及び次点交渉権者の得点は公表します

が、残り１者は公表しません。 

②選定結果についての異議は、一切申し立てすることができないものとします。 

（３）応募書類に関する留意事項 

①応募書類に虚偽又は不正の記載があった場合は失格とします。 

②応募書類の提出後は、内容を変更すること及び追加することは認められません。ただし、

審査の公正を期するために市が認めた場合は、この限りではありません。 

③応募書類の内容について疑義がある場合は、選定委員会開催までの間において、応募者に

対し確認を行うことがあります。その場合、応募者は市の求めに応じ追加書類を提出する
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など、対応を行うものとします。 

④応募書類提出後に辞退する場合は、書面にて辞退届（様式任意）を提出すること。なお『優

先交渉権者』又は『次点交渉権者』に選定され、通知を受けた後の指定辞退については、

市に生じた損害の賠償を求めることがあります。 

⑤応募書類は、返却しないこととします。（ただし、応募の辞退があった場合は、原本のみ返

却可） 

⑥応募書類の著作権は、申請団体に帰属します。ただし、指定管理者に選定された申請団体

の応募書類については、教育委員会が当該施設の管理内容の公表その他必要と認める場合

において、その一部又は全部を無償で使用できるものとします。 

⑦応募書類に対して、情報公開の請求があった場合においては第三者に公開することがあり

ます。公開により、当該団体の権利、競争上の地位その他正当な利益を害するおそれがあ

る部分に関しては、あらかじめその旨を特に明記してください。 

（４）協定締結交渉過程における業務計画の見直し等について 

   優先交渉権者と協定を締結するまでの間で特に必要と認められる場合に限り、優先交渉権

者からの独自提案のうち、市の事業と重複又は職員で対応可能な部分、実現が困難な部分、

費用対効果の観点から不要または過剰と思われる部分等について、優先交渉権者と業務計画

の見直し及び指定管理料の協議を行うものとします。 

（５）業務引継ぎについて 

①指定管理者は、指定期間開始とともに円滑に業務を開始するため、指定期間開始前に、現

指定管理者から引継ぎを受けてください。なお、当該引継ぎに係る費用は指定管理者の負

担とします。 

②指定管理者は、指定期間の終了又は指定取消しによって、次期指定管理者又は市に業務を

引き継ぐ場合には、当該施設の管理に支障を及ぼすことのないよう、円滑な引継ぎに協力

するとともに、必要書類及びデータを整備するものとします。 

（６）申請等に係る経費 

申請等に要する経費は、全て申請者の負担とします。 

（７）会議録の作成 

応募者は、指定管理者選定委員会において提案内容のプレゼンテーションを行った場合は、

その内容及び質疑応答の内容について、会議録を作成し、市に提出するものとします。 

（８）利用料金の見直し 

指定期間中に受益者負担の適正化に向けた利用料金の見直しや料金区分等の新設により、

利用料金の限度額の改定が必要な場合、協議のうえで条例改正や施行規則の改正を行う可能

性があります。 

 

１５ 選定スケジュール 

内  容 期  間 

募集要領・仕様書の配布 令和７年８月４日（月）～８月１３日（水） 

参加表明書の提出期限 令和７年８月１４日（木） 
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現地見学会 令和７年８月２５日（月） 

質問の受付 令和７年８月２２日（金）～９月１日（月） 

質問に対する回答 令和７年９月９日（火） 

申請書類提出期間 令和７年９月１８日（木）～９月２５日（木） 

選定委員会（申込者ヒアリング） 令和７年１０月１０日（金） 

選定結果の通知（内定通知）及び優先交渉

権者とのヒアリング 
令和７年１０月中旬 

仮協定の締結 令和７年１１月上旬 

議会の議決 令和７年１２月中旬 

基本協定の締結・指定通知の交付 議会議決後 

令和８年度協定の締結 令和８年４月１日 


